
史
料
紹
介
『
金
毘
羅
参
詣
道
中
日
記
』

山
　
本

光
　
正

　
近
世
の
旅
に
関
す
る
記
録
は
彪
大
な
量
に
の
ぼ
ろ
う
。
そ
の
内
容
も
芭
蕉
の

『
奥
の
細
道
』
か
ら
、
一
般
庶
民
が
単
に
金
銭
の
出
入
を
記
入
し
た
も
の
ま
で

多
種
多
様
で
あ
る
。
な
か
で
も
旅
に
お
け
る
自
身
の
行
動
や
各
地
の
風
俗
な
ど

を
記
し
た
道
中
日
記
は
、
文
学
的
価
値
こ
そ
な
い
も
の
の
、
近
世
史
研
究
者
に

多
く
の
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
道
中
日
記
の
翻
刻
は
従
来
各
地
の

研
究
者
や
歴
史
愛
好
家
の
手
に
よ
り
な
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ガ
リ
版
あ
る

い
は

タ
イ
プ
印
刷
で
出
版
さ
れ
て
き
た
。
近
年
こ
う
し
た
記
録
が
見
直
さ
れ
た

た
め

か
、
大
手
出
版
社
の
手
に
よ
り
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も

こ

う
し
た
道
中
日
記
を
駆
使
し
て
の
研
究
は
い
ま
だ
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
『
金
毘
羅
参
詣
道
中
日
記
』
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

に

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
東
海
道
掛
川
宿
近
傍
の
人
々
六
名
に
よ
り
金
毘
羅
へ
参

詣

し
た
時
の
日
記
で
あ
る
。
そ
の
身
分
は
不
明
で
あ
る
が
、
富
裕
な
農
民
で
あ

っ

た

と
思
わ
れ
る
。
安
政
三
年
二
月
二
〇
日
に
一
行
は
掛
川
宿
に
集
り
、
同
二

一
日
掛
川
宿
を
出
立
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
コ
ー
ス
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
二
月
二
〇
日
掛
川
泊
、
二
四
日
名
古
屋
泊
、
二
六
日
養
老
滝
を
見
物
、
柏
原

泊
、
二
九
日
よ
り
三
月
二
日
ま
で
京
都
見
物
、
三
月
一
〇
日
金
毘
羅
参
詣
、
一

二

日
丸
亀
よ
り
舟
に
乗
り
一
六
日
大
坂
着
、
一
八
日
堺
見
物
、
二
六
日
伊
勢
神

宮
参
詣
、
四
月
五
日
帰
郷

　
全
行
程
四
四
日
間
の
日
記
で
、
そ
の
特
長
は
支
出
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る

こ

と
、
旅
に
お
け
る
行
為
が
よ
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

　
支
出
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
の
物
価
は
当
然
の
こ
と

と
し
て
、
日
常
の
食
物
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
行
は
よ
く
酒
を
飲
ん
で
い

る
が
、
し
ば
し
ば
味
酪
を
飲
ん
で
い
る
。

　
旅
行
の
総
費
用
は
合
計
金
一
両
一
分
一
朱
銀
一
四
匁
七
分
と
銭
二
七
貫
＝

三
文
で
、
こ
の
う
ち
宿
泊
費
（
船
中
泊
の
場
合
は
船
代
）
は
金
二
朱
と
銭
八
貫
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四
四

四
文
で
あ
る
。

　

旅
中
に
お
け
る
自
分
達
の
行
動
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
か
ら
、

い

く
つ
か
の
記
事
を
次
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。
二
月
二
八
日
越
川
宿
を
出
立
し

た
一
行
は
各
地
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
た
人
と
道
連
れ
に
な
る
が
、
ど
う
も
■
乱

な
る
人
の
た
め
、
草
津
辺
り
で
別
れ
て
い
る
。

　

三
月
二
五
日
、
一
行
は
伊
勢
に
向
か
う
途
中
伊
賀
茶
屋
辺
り
の
谷
川
で
揮
を

洗
い
、
さ
ら
に
峠
を
越
し
て
か
ら
補
祥
を
洗
っ
て
い
る
。

　

翌

日
山
田
妙
見
町
に
宿
を
と
り
、
髪
を
結
っ
て
湯
に
入
り
、
夕
食
後
古
市
の

備
前
屋
に
上
っ
て
い
る
。
遊
女
が
三
〇
人
来
る
が
、
各
々
の
好
み
の
遊
女
と
酒

肴
と
な
り
、
宿
に
は
暁
方
に
帰
っ
て
い
る
。
備
前
屋
で
の
払
い
は
金
一
分
二
朱

で
あ
る
。

　
旅
か

ら
帰
っ
て
の
記
述
も
詳
し
く
、
四
月
五
日
家
に
帰
る
と
近
隣
の
人
々
が

集

り
、
翌
日
も
皆
で
酒
を
飲
み
、
ぱ
っ
ち
く
の
歌
が
大
い
に
流
行
し
た
と
あ

る
。
九
日
に
父
親
の
土
産
を
金
谷
に
買
い
に
行
き
、
十
日
に
村
中
の
人
に
土
産

を
配
り
、
旅
は
す
べ
て
終
っ
て
い
る
。

　
こ

の

旅

日
記
か
ら
見
れ
ば
、
一
行
は
か
な
り
潤
沢
な
費
用
を
持
っ
て
楽
し
み

つ
つ
旅

を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
れ
る
。
所
持
金
の
多
寡
は
と
も
か
く
、
楽
し
み

と
し
て
の
旅
に
出
た
近
世
の
人
々
は
宿
々
で
破
目
を
は
ず
し
、
又
は
見
物
し
た

事
物
に
驚
き
旅
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
近
世
の
人
々
に
と
っ
て
の
旅
は
、
地
域

の

そ
し
て
村
の
規
制
か
ら
の
一
時
的
解
放
で
あ
っ
た
。
村
内
に
お
い
て
個
人
的

に

破
目
を
外
せ
ば
ま
た
た
く
間
に
村
内
中
に
知
れ
渡
る
。
し
か
し
旅
は
そ
れ
が

許

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
宿
場
も
そ
れ
を
承
知
し
た
上
で
旅
人
を
迎
え
た

わ
け
で
あ
る
。

　
現
代

日
本
人
の
旅
の
源
流
は
近
世
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
が
、
近
世
と
現

代
の
旅
の
本
質
的
な
相
違
は
交
通
手
段
に
あ
ろ
う
。
現
代
は
目
的
地
に
短
時
日

の

う
ち
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
近
世
及
び
そ
れ
以
前
の
人
々
は
自
ら
の

足
に

よ
り
目
的
地
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
単
に
時
間
の

相
違
で

は

な
く
、
旅
の
本
質
に
拘
る
問
題
で
あ
る
。

　
人
間
に
と
っ
て
生
理
的
に
合
う
速
度
は
歩
く
早
さ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
楽

し
み
と
し
て
の
旅
を
考
え
た
場
合
、
歩
く
速
度
に
よ
り
、
各
地
の
人
情
風
俗
等

を
徐
々
に
体
験
し
脳
裏
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
各
地
を
歩
く
速
度

で

通
過

し
て
い
く
た
め
、
当
人
が
意
識
す
る
と
し
な
い
に
拘
ら
ず
風
物
の
変
化

を
順
を
追
っ
て
体
験
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
交
通
機
関
の
発
達
は
目
的
の
地
に
速
に
運
ん
で
く
れ
る
も
の
の
、
そ

の

多
く
は
単
に
目
的
地
に
着
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
得
る

も
の
は
近
世
ま
た
は
近
世
前
の
旅
か
ら
見
れ
ば
激
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

金
毘
羅
参
詣
道
中
日
記

安
政
三
年

　
　
蓮

沼
　
板
倉
六
平

道
　
植
松
　
大
井
久
兵
衛
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丙
辰

仲
春
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
尾
　
増
田
才
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
　
同
　
　
北
川
次
郎
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
沼
　
　
　
滋
　
蔵

安
政
丙
辰
二
月
廿
日
朝
五
ッ
時
才
助
・
次
郎
平
出
立
、
上
之
弥
助
掛
川
迄
供
二

行
、
先
峠
新
屋
二
而
休
、
、
、
、
次
二
馬
喰
二
而
休
・
、
、
酒
を
呑
昼
食
致
シ
、
夫
よ
り

掛
川
宿
捻
金
屋
二
到
り
、
植
松
久
兵
衛
様
宅
前
着
致
シ
、
其
内
蓮
沼
六
平
様
・

滋
蔵
殿
来
り
、
弥
助
亡
早
ξ
帰
り
、
先
仕
度
致
す
、
久
兵
衛
様
五
人
之
笠
を
買

イ
、
予
右
之
笠
ニ
ヱ
の
字
を
印
ス
、
皆
夫
≧
二
仕
度
、
色
〉
求
メ
一
盃
飲
で
夕

飯
、
共
ξ
二
臥
す
、
比
日
殿
様
大
筒
雷
の
如
シ
、
宿
屋
茶
代
弐
百
文
置
、

　
一
廿
四
文

　
一
百
四
拾
八
文

　
一
百
文

　
一
廿
四
文

　
一
弐
百
四
拾
八
文

　
一
弐
百
拾
六
文

　
一
弐
百
拾
六
文

　
一
三
拾
八
文

廿
一
日
晴
天
宿
を
立
、

を
勧
メ
、

な
し
、

峠
新
屋
茶
代

同同同同同掛馬
　　　　　川喰

酒
昼
食

帳
面

宅
ミ
が
き

帯
拍

笠旅
籠

茶
代
割
合

　
　
　
　
　

先
原
河
薬
師
様
へ
参
詣
、
愛
二
休
、
、
、
袋
井
二
而
く
も
助
馬

　
無
拠
六
平
様
見
附
迄
乗
り
、
見
附
二
而
昼
食
、
鰻
の
か
亡
焼
う
ま
く

次
二
近
道
へ
入
る
、
比
辺
去
年
大
水
二
付
百
姓
多
く
道
畔
二
乞
食
致
シ
、

天
竜

川
舟
賃
終
二
不
払
、
八
ッ
半
時
浜
松
駅
帯
屋
二
到
り
荷
物
置
く
、
五
社
様

　
　
　
　
　
　
（
泊
）

へ
参
詣
帰
り
て
伯
る
鄭
座
敷
坊
主
五
六
人
居
り
、
女
を
操
ゲ
し
て
寝
ら
れ
も
せ

ず
、
誠
二
困
入
候
、
此
屋
頂
寧
な
り
、
茶
代
三
百
文
置
、

一
拾

八
文

一
百
弐
拾
四

文

一
廿
四

文

一
弐
百
拾
文

一
弐
百
文

一
五
拾
八
文

同帯同浜見川
　屋　松附原

味
淋

昼
食

櫛笄旅
籠

茶
代
割
合

廿
二

日
天
気
好
宿
を
立
、
舞
坂
二
而
蛤
の
吸
物
を
や
ら
か
し
、
舟
二
乗
り
、
早

速
荒
井
二
付
、
御
番
所
を
通
り
、
白
須
賀
二
而
中
食
、
此
辺
女
之
髪
誠
二
ぶ
き
な

り
、
夫
よ
り
吉
田
手
前
川
原
村
ト
云
所
∂
豊
川
近
道
二
這
入
、
予
少
ξ
腰
い
た

ミ
そ
ろ
そ
ろ
歩
行
、
暮
川
舟
渡
を
越
シ
七
ッ
時
豊
川
稲
荷
様
へ
参
詣
、
御
縁
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泊
）

二

而

賑
な
り
、
当
所
桝
屋
二
伯
り
、

一
六
拾
四
文

一
五
拾
四
文

一
五
拾
文

一
廿
文

一
八
拾
文

一
拾
文

舞
坂
　
吸
物

同
　
　
舟
賃

同
　
　
菓
子

同
　
　
舟
玉

白
須
加
中
食

岩
谷
　
廿
酒
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一
拾
六
文
　
　
　
　
　
二
川
　
わ
ら
じ

　
一
廿
四
文
　
　
　
　
　
豊
川
　
御
札

　
」
弐
拾
四
文
　
　
　
　
同
　
　
あ
ん
ま

　
一
弐
百
文
　
　
　
　
　
同
　
　
伯
り
賃

廿
三
日
雨
天
な
り
、
宿
を
立
、
二
里
斗
り
行
て
御
油
宿
二
出
ル
、
赤
坂
二
て
休
、
、
、

藤
川
宿
辰
巳
屋
二
て
昼
食
、
夫
よ
り
雨
歓
ム
、
岡
崎
之
大
橋
破
損
二
而
、
舟
渡
あ

り
、
橋
之
下
二
七
十
余
り
之
老
翁
所
ξ
国
ξ
噺
致
、
橋
の
口
訳
致
シ
、
甘
酒
を

売

る
、
少
シ
行
て
一
八
の
喬
麦
を
食
イ
大
二
安
し
、
夫
よ
り
大
浜
油
屋
二
伯
り
、

　

＝
二
拾
弐
文

　
一
五
文

　
一
四
拾
八
文

　
一
四
拾
八
文

　
一
十
三
文

　
一
八
文

　

ニ
ニ
拾
弐
文

　
一
十
六
文

　
一
弐
拾
八
文

　
一
百
八
拾
四
文

廿
四

日
天
気
宜
、

わ
ら
じ
紐
宝
蔵
寺
二
て

同
所
　
　
も
ち

赤
坂
二
而

辰

巳
屋
中
食

岡
崎
　
舟
賃

同
　
　
甘
酒

同
　
　
そ
ご
切

同
　
　
わ
ら
じ

木
下
茶
屋
　
酒

油
屋
　
旅
籠

　
　
　
　
　
　

池
鯉
鮒
大
明
神
様
へ
参
詣
、
又
一
里
程
行
て
酒
を
呑
ム
、
次

三
二
拾
壱
文
一
一
て
わ
ら
じ
買
、
荷
物
へ
付
二
行
、
桶
挟
間
二
而
粟
の
菓
子
う
ま
し
、

夫
♂
鳴
海
・
桑
名
屋
二
而
中
食
、
烏
賊
の
す
あ
ゑ
塩
梅
好
シ
、
彼
の
わ
ら
じ
欲

履
亡
無
、
愛
二
而
又
壱
足
買
イ
、
次
二
宮
ノ
笠
寺
へ
参
詣
、
一
の
宮
へ
参
詣
、
熱

田
大
明
神
へ
参
詣
、
名
古
屋
御
坊
奴
参
詣
、
大
イ
シ
テ
明
な
り
、
夫
♂
本
町
七

丁
目
近
江
屋
二
伯
り
髪
を
結
イ
天
神
様
の
夜
宮
三
ア
賑
也
、
思
ξ
二
遊
二
出
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
神
様
へ
参
詣
、

様
焼
物
屋
へ
尋
寄
、
愛
二
本
を
川
崎
迄
頼
、
、
、
、

同
河
内
之
宿
引
、
是
江
御
尋
被
下
候
与
委
ク
頼
．
、
、
、

岩
田
屋
二
て
中
食
、
牛
頭
天
皇
様
参
詣
、

越
シ
、
是
よ
り
美
濃
国
な
り
、

下
り
の
舟
数
多
有
、
愛
∂
一
里
半
斗
り
行
テ
今
尾
宿
な
り
、

ニ

シ

テ
、
当
所
尾
張
屋
二
伯
り
養
老
酒
を
呑
ム
、

　
一
弐
百
四
拾
八
文
名
古
屋
弁
当
袋
　
　
一
拾
五
文
　
　
同
⊥
ω
6
Φ
Φ
丁

　
一
十
文
　
　
　
　
甚
目
寺
串
団
子
　
　
＝
ハ
拾
四
文
　
岩
田
屋
中
食

　
一
廿
四
文
　
　
　
津
島
二
師
≧
　
　
　
一
三
拾
弐
文
　
同
　
ウ
む
ど
ん

　
一
弐
拾
文
　
　
　
早
尾
三
ア
　
　
　
一
十
文
　
　
　
舟
渡
二
度

　
一
弐
拾
文

　

＝
二
拾
壱
文

　
一
拾
弐
文

　
一
八
拾
四
文

　
一
十
八
文

廿
五
日
天
気
好
、

酒わ
ら
じ

粟
ノ
菓
子

中
食

わ
ら
じ

宿
を
立
、

　

＝
二
拾
六
文
名
古
屋
色
≧

　
一
三
拾
弐
文
　
同
　
髪

　
一
弐
百
文
　
　
同
網
袋

一
金

講
慈
到
永
縫
一
隅

　
一
弐
百
文
　
　
近
江
屋
伯
り

　
　
　
　
　

植
樹
市
二
而
賑
な
り
、
久
兵
衛

　
　
　
　
　
羊
糞
を
貰
イ
金
城
之
西
二
大
坂
分

　
　
　
　
　
　

次
二
花
目
寺
へ
参
詣
、
津
島

　
　
　

夫
よ
り
半
道
程
行
テ
早
尾
三
ア
舟
を

あ
き
工
三
ア
舟
を
越
シ
、
木
曽
川
ニ
シ
テ
登
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
腰
様
の
城
下
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＝
二
拾
弐
文
　
　
　
養
老
酒
　
　
　
　
一
弐
文
　
　
　
宿
帳

　
一
弐
百
文
　
　
　
旅
籠
　
　
　
　
　
一
五
拾
六
文
布
切

廿
六

日
天
気
好
、
宿
を
立
、
伊
尾
川
舟
渡
を
こ
し
、
三
里
程
行
テ
養
老
滝
の
裾

二

到
り
、
火
打
石
を
拾
イ
不
動
様
明
日
よ
り
開
帳
三
ア
筋
あ
り
、
参
詣
致
す
、
石

碑
二
歌
あ
り
、

　
孝
行
の
心
を
天
も
水
に
せ
す
、
酒
と
汲
す
る
養
老
の
滝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
草
庵
市
人

夫
よ
り
八
丁
登
り
て
滝
二
到
、
其
景
殊
二
好
シ
、
予
一
詩
を
詠
る
、

　
千
尺
飛
降
無
定
形
薄
姻
漁
辞
地
尤
冷
恐
洗
口
眼
呑
還
拝
比
水
由
来
云
叙
霊

　
　
右
養
老
爆
布

夫
∂
天
神
様
参
詣
、
菊
水
を
呑
ム
、
千
歳
楼
二
藤
テ
休
、
前
庭
二
桜
楓
其
外
木

多
、
眺
望
之
景
色
日
本
一
ト
思
所
也
、
石
碑
二
歌
有
、

　
　
美
濃
之
国
多
芸
行
宮
大
伴

　
　
宿
弥
東
人
作
歌
一
首

　
従
古
之
言
来
流
老
人
之
愛
云
水
曽
各
爾
員
滝
之
瀬

　
　
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
一
首

　

田
跡
河
之
滝
乎
清
美
香
従
古
宮
社
兼
多
芸
乃
野
之
上
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
二
位
前
大
納
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
永
雅
書

　

芭
蕉
翁
石
碑
有

　
　
む
す
ぶ
よ
り
、
早
歯
に
ひ
入
く
、
泉
か
な

予
愛
二
而
載
一
詩

　
前
庭
三
四
桜
帯
蕾
又
含
情
不
野
孤
城
鮎
遠
山
白
雪
冷
主
人

　
無
常
患
汲
潰
有
佳
馨
偶
到
終
嫌
去
長
遊
菊
水
蠕

　
　
　
右
遊
千
歳
楼

此
家
主
人
四

方
山
の
咄
致
、
山
〉
を
お
し
ゑ
、
諸
家
様
御
成
記
録
帳
ヲ
見
せ
、

共
二
長
休
ト
成
り
、
昼
食
致
、
夫
よ
り
関
ヶ
原
へ
趣
ク
、
沢
田
二
而
壱
盃
呑
ミ
、

養
老
よ
り
三
里
程
行
テ
古
戦
場
を
過
関
ヶ
原
駅
二
出
ル
、
今
須
町
三
ア
休
、
、
、
、
又

寝
物
語
二
て
休
、
、
、
、
柏
原
町
角
屋
久
蔵
方
二
宿
シ
、
此
屋
好
き
家
な
り
、
茶
代
弐

百
文
置
、

　
一
五
文
　
　
　
　
伊
尾
川
舟

　
一
百
三
拾
弐
文
　
　
千
歳
楼
二
而

　
一
拾
九
文
　
　
　
　
同
茶
代
割
合

　
一
拾
六
文
　
　
　
　
沢
田
二
而
酒

　
一
弐
拾
四
文
　
　
　
今
須
二
而
色
≧

　
一
十
文
　
　
　
　
　
寝
物
語
二
而
餅

　
一
拾
六
文
　
　
　
　
角
屋
二
而
達
者
薬

　
一
弐
百
文
　
　
　
　
角
屋
旅
籠

　
一
四
拾
八
文
　
　
　
同
茶
代
割
合

廿
七

日
天
気
好
、
同
所
亀
屋
の
築
山
を
見
物
致
し
、

夫
よ
り
す
り
毛
り
峠
望
湖
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堂
二
休
、
、
、
、
麦
二
美
人
二
人
、
是
も
休
、
、
、
居
り
、
其
側
二
坐
ス
、
眺
望
風
景
奇
妙

也
、予

一
詩
を
位
べ
る
、

　
垂
楊
軽
薄
大
湖
塘
三
四
漁
舟
鮎
緑
浪
間
坐
湖
堂
雄
望
好
可
歓
小
酌
美
人
傍

夫
よ
り
鳥
居
本
二
至
り
赤
玉
を
巨
。
貝
、
次
二
彦
根
城
下
二
錬
り
、
清
涼
寺
へ
参
詣
、

大
宝
王
弁
天
様
へ
参
詣
、
景
色
好
所
な
り
、
其
下
二
而
休
、
、
、
中
食
、
夫
∂
御
城

通

り
を
拝
見
、
見
込
好
事
此
上
な
し
、
町
屋
賑
二
し
て
皆
諸
国
商
人
な
り
、
夫

よ
り
南
二
向
て
往
還
通
り
へ
出
、
直
二
南
一
二
里
程
行
て
多
賀
大
社
様
へ
参
詣
、

愛
の
観
音
様
も
明
日
∂
開
扉
な
り
、
随
分
好
町
あ
り
、
大
坂
屋
二
休
、
、
、
壱
里
行

て
道
中
高
宮
ノ
駅
二
出
る
、
少
シ
行
テ
葛
籠
村
二
而
名
物
之
ト
細
工
を
買
イ
、

越
川
宿
竹
の
子
屋
重
郎
兵
衛
方
二
伯
り
、

一
四
拾
八
文

一
拾
六
文

一
四
拾
五
文

一
弐
拾
六
文

一
弐
拾
八
文

一
十
弐
文

一
拾
弐
文

一
拾
六
文

一
弐
百
八
拾
文

望
湖
堂
味
淋

同
　
あ
ん
こ
う

鳥
居
本
赤
玉

大
ホ
ラ
酒
肴

大
ホ
ラ
吸
物

彦
根
わ
ら
じ

多
が
御
札

大
坂
屋
も
ち

葛
籠
村
二
而
色
ξ

　
一
三
拾
弐
文
　
　
　
竹
子
屋
ミ
り
ん

　
一
弐
百
文
　
　
　
　
同
　
旅
籠

廿
八

日
天
気
好
、
宿
を
立
、
其
内
処
ξ
委
ク
知
り
た
る
人
と
道
連
二
成
、
武
佐

駅
松
屋
二
休
、
、
、
、
上
茶
斗
二
而
シ
ヤ
レ
タ
ル
家
な
り
、
又
鏡
宿
二
而
休
、
、
、
、
麦
二
而

持
参
せ
シ
羊
糞
を
開
ク
、
篠
原
二
而
中
食
、
又
中
沢
二
而
休
、
、
、
、
夫
よ
り
草
津
出

る
、
東
海
道
二
て
殊
二
賑
な
り
、
右
道
連
二
成
シ
人
何
か
う
ろ
ん
に
見
へ
候
得

共
、
麦
二
而
別
レ
、
拙
者
共
亡
瀬
田
俊
趣
く
、
無
程
唐
橋
二
到
、
百
足
山
を
見

る
、
愛
二
田
原
藤
太
之
宮
有
、
直
二
舟
二
而
石
山
寺
へ
行
、
山
色
面
白
事
凡
日
本

一
な
り
、
参
詣
シ
、
又
舟
二
乗
り
て
大
津
俊
趣
く
、
早
速
唐
橋
を
過
東
二
百
足

山
を
見
る
、
西
二
膳
所
の
城
有
の
ろ
し
弐
ッ
三
ッ
上
り
、
舟
え
比
叡
山
二
向
て

行
、
日
落
将
夜
ス
レ
ハ
大
津
舟
場
二
付
、
宿
引
一
同
其
家
二
到
れ
ば
平
野
屋
な
り
、

鹿
末
之
売
女
有
て
共
二
ひ
や
か
し
、
水
風
呂
浅
き
事
足
首
な
り
、

　
一
八
文

　
一
八
文

　
一
四
拾
四
文

　

二
二
拾
六
文

　
一
五
拾
八
文

　
一
弐
百
文

廿
九
日
天
気
好
、

滋
さ
同
≧

二

而

平
野
屋
へ
帰
り
、

　
　
松
屋
茶
代

　
　
橋
代

　
　
処
ξ
休
所
二
而

　
　
石
山
二
而

　
　
湖
舟
賃

　
　
平
野
屋
伯
り

三
井
寺
へ
参
詣
、
行
ず
り
鐘
を
看
ル
、
予
腰
二
矢
立
無
、
直
二

　
　
　
　
　
　
早
速
矢
卓
有
、
夫
よ
り
湖
辺
之
道
を
行
唐
崎
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之
松
二
到
り
、
見
物
茶
屋
二
而
休
、
、
、
居
レ
バ
、
三
人
之
連
達
漸
来
り
先
愛
二
而
小
酌

致

し
、
石
碑
あ
り

　
唐

さ
き
の
松
は
花
よ
り

　
　
　
　
　
　

を
ぼ
ろ
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芭
　
蕉

夫

よ
り
比
叡
山
二
か
ふ
り
、
古
亡
百
万
石
も
有
と
ミ
て
、
石
橋
杯
仰
山
之
者
な

り
、
漸
高
き
に
上
り
て
中
堂
薬
師
様
へ
参
詣
、
講
堂
大
日
如
来
様
へ
参
詣
、
戒

檀
堂
へ
参
詣
、
大
六
茶
屋
二
て
休
、
、
、
、
其
外
処
≧
へ
参
詣
、
惣
り
ん
塔
を
看
ル
、

又
大
六
二
而
弁
当
致
シ
、
夫
よ
り
き
ら
」
坂
下
り
、
京
洛
中
、
委
ク
看
ル
、
此

坂
五
拾
丁
余
り
二
し
て
下
二
不
動
様
有
、
愛
よ
り
一
里
半
程
行
て
京
都
二
操
り

一
盃
ヤ

ラ
カ
シ
、
鳥
川
岸
を
下
り
三
条
通
り
大
橋
東
結
美
濃
屋
徳
左
衛
門
方
二

伯
り
、
商
人
数
多
来
り
、

一
拾
八
文

一
拾
四

文

一
四
拾
七
文

一
三
拾
弐
文

一
百
六
拾
四

文

夜
る
酒
二
酔
て
共
寝
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雨
天
ト
成
先
髪
を
結
、
夫
よ

り
案
内
を
取
て
御
所
辺
よ
り
東
山
通
り
を
見
物
致
シ
、
あ
ま
り
参
詣
場
多
故
、

委
ク
記
さ
ず
、
真
如
堂
其
前
二
て
中
食
、
ち
こ
院
乃
鐘
大
さ
壱
丈
六
尺
、
さ
し

わ
た

し
九
尺
五
寸
、
あ
つ
さ
九
寸
ノ
余
、
目
方
弐
万
貫
目
有
ト
云
、
夫
♂
段
ξ

唐
崎
酒
肴

比
永
山
二
而
わ
ら
じ

同
大
六
天
二
而
其
外

京
都
酒
肴

ミ
の
屋
二
而
掛
幅

清
水
寺
へ
榛
り
、
此
前
通
り
二
而
鳥
屋
へ
至
り
、
女
夫
亀
を
見
る
、
清
水
焼
物

ヲ
買
イ
、
次
二
舐
園
町
ヲ
通
り
、
青
楼
之
玉
女
如
花
、
道
行
皆
ξ
ロ
ヲ
あ
い
て

歩
行
、
タ
方
美
濃
屋
二
帰
ル
、
飯
後
一
飲
を
催
す
、
又
雨
ヲ
聞
て
眠
る
、

　
　
　
　
　
案
内
を
取
り
、

拝
見
料
十
人
迄
亡
弐
百
廿
四
文
な
り
、

二

至
り
、
是
ハ
殊
之
外
明
な
り
、

跡
を
通
る
、
西
本
願
寺
・
東
本
願
寺
六
角
堂
、

へ
寄
ル
、
皆
ξ
本
を
寛
メ

　
＝
二
拾
弐
文

　
一
百
文

　
一
十
九
文

　
一
三
百
八
拾
弐
文

　
一
弐
拾
四
文

二
日
曇
り
、

一
四

拾
四

文

一
十
九
文

＝
二
百
文

一
弐
百
文

一
百
文

一
金
壱
朱
ト
百
文

一
五
拾
弐
文

髪中
食

案
内
中
食
割
合

御
札
・
べ
に
・
清
水
焼
外
色
ξ

あ
ん
ま

　
　
先
大
徳
寺
今
宮
ノ
社
、
夫
∠
山
道
を
行
て
金
閣
寺

　
　
　
　
　
　
拝
見
致
し
平
野
神
社
亡
こ
北
野
天
神
様

　
　
　

愛
の
丁
子
屋
二
而
中
食
、
地
蔵
二
至
り
嶋
原
焼

　
　
　
　
　
　
　
　

夫
よ
り
美
濃
や
帰
る
、
出
雲
寺

金
閣
寺
割
合

わ
ら
じ

御
札
・
中
食
・
土
産
物
其
外
色
稔

す
父
の
さ
じ
弐
本

巾
着
　
壱

出
雲
寺
演
杢
律
髄
本

案
内
賃
割
合
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三

日
天
気
好
、
蓮
沼
弐
人
之
松
尾
梅
之
宮
へ
参
詣
、
暁
方
二
行
、
才
助
・
次
郎

平
六
角
通
り
へ
至
り
て
、
弓
を
射
ル
、
夫
∂
所
ξ
を
ひ
や
か
し
宿
へ
帰
る
、
其

内
両
人
帰
り
、
夫
よ
り
御
所
へ
趣
ク
、
参
詣
人
如
山
、
久
ク
待
テ
朝
日
御
門
♂

這

入
、
禁
中
難
有
拝
見
致
、
御
鶏
合
ヲ
見
ル
、
口
口
口
出
る
此
時
参
詣
人
之
内

二

容
顔
美
麗
な
る
娘
壱
人
居
レ
リ
、
誠
二
忘
れ
が
た
し
、
夫
∂
美
の
屋
へ
帰
り
、

宿
払
致
、
茶
代
金
壱
朱
二
置
、
亭
主
京
絵
図
色
ξ
口
れ
る
、
宿
を
立
、
大
仏

様
へ
至
り
つ
り
鐘
お
も
さ
壱
万
七
千
貫
め
也
、
三
十
三
間
堂
二
至
り
、
夫
よ
り

三
里
程
も
行
て
伏
見
な
り
、
片
旅
籠
二
付
五
ッ
半
時
三
番
舟
二
乗
り
、
舟
中
好

心

う
じ
二
眠
イ
ル
、
何
時
か
知
ら
ね
共
、
舟
付
テ
餅
を
食
ら
い
、
又
暁
方
目
醒

レ

ハ

大

坂
二
到
り
、
予
あ
た
ら
し
わ
ら
じ
無
シ
、
夫
∠
淀
屋
橋
南
詰
松
屋
卯
平

方
二
到
り

一
四

拾
文

一
六
拾
四
文

一
拾
八
文

一
九
百
弐
拾
四
文

一
百
文

一
五
文

一
拾
弐
文

一
八
文

一
拾
八
文

弓
損
料

磁
石

色
ξ

美
濃
屋
払

茶
代
わ
り
合

大
仏
も
ち

同
所
瓦
施
主

す
し
弐
ッ

わ
ら
じ

　
一
弐
百
七
拾
五
文
　
伏
見
片
は
た
ご
舟
賃
共
二

　
一
廿
四
文
　
　
　
　
ふ
と
ん
壱
枚

四

日
天
気
好
、
大
坂
松
屋
二
而
支
度
い
た
し
、
荷
物
を
預
ケ
、
夫
♂
陸
地
を

行
、
予
方
角
を
取
違
て
東
匂
行
様
二
斗
り
思
ひ
、
三
里
も
行
て
尼
ヶ
崎
二
至

り
、
夫
∂
西
之
宮
へ
参
詣
、
愛
二
而
中
食
予
漸
本
生
二
な
り
、
又
生
田
大
明
神

へ
参
詣
、
宝
物
を
見
る
。
十
人
迄
亡
百
文
宛
な
り
、
ゑ
び
ら
の
梅
有
、
石
碑
二

　
遊
ぶ
金

称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
室

　
　
　
一
樹
見
の
こ
す
桜
か
な

凡
十
丁
も
行
て
楠
正
成
の
御
墓
所
へ
参
詣
、
諸
大
名
よ
り
上
り
し
石
燈
籠
数
多

有
、
石
碑
二

　
万
代
に
あ
ほ
く
や

　
　
　
楠
の
霜
は

し
ら

兵
庫
二
至
り
枡
屋
長
左
衛
門
方
二
伯
り
、
此
日
舟
・
橋
代
お
ふ
し
、

一
百
文

一
八
拾
文

一
拾
九
文

一
廿
八
文

＝
二
拾
文

一
弐
百
廿
四
文

五
日
宿
を
立
清
盛
公
の
墓
参
り
、

松
屋
卯
平
二
而

西
ノ
宮
二
而
中
食

宝
物
わ
り
合

す
し

舟
二
橋
六
度

枡
屋
亡
た
こ

　
　
　
　
一
里
行
て
須
摩
寺
へ
参
詣
、

宝
物
を
見
る
、
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色

ξ
有
、
次
二
て
つ
か
い
山
盛
の
蕎
麦
を
食
シ
、
舞
子
浜
二
到
り
奇
麗
な
る
所

な
り
、
久
兵
衛
様
舞
子
焼
を
寛
メ
、
二
里
半
程
も
行
て
明
石
二
到
り
、
弁
当
致

シ

飯
た

こ
う
ま
し
、
人
丸
様
へ
参
詣
、
不
断
柿
有
、
御
姿
を
頂
戴
、
石
碑
二

　
蛸
壷
や

亡
か
な
き

　
　
　
夢
を
夏
の
月
　
　
　
　
　
　
　
亡
せ
を

四

里
あ
ま
り
行
て
別
府
宮
二
至
り
、
手
枕
の
松
を
見
る
、
魚
屋
花
太
郎
方
ぬ
伯

る
、
夜
る
酒
を
呑
ム
、

　
一
四
文

　
一
拾
壱
文

　
一
四
拾
八
文

　
一
拾
六
文

　
一
廿
四
文

　
一
四
拾
壱
文

　
一
百
文

　
一
拾
弐
文

　
一
三
拾
弐
文

　
一
七
拾
文

　
一
弐
百
文

六
日
宿
を
立
、

二

良
巡
レ
、

　
口
，
　
ノ

も
ち

見
物
料

蕎
麦
切

舞
子
二
て

飯
だ
こ

わ

ら
じ
紐
二
わ
ら
じ

御
姿

こ

わ
め
し

髪酒
わ

り
合

旅
籠

　
　
尾
上
二

て

古
天
竺
釈
迦
如
来
之
製
タ
ル
鐘
を
見
八
ヲ
い
も
同
様

本
社
住
吉
様
な
り
、
都
恋
し
き
の
松
有
、
相
生
二
し
て
男
女
入
替
り

の
松
な

り
、
夫
よ
り
高
砂
二
至
り
松
を
見
ル
、
本
社
舐
園
様
也
、
す
り
や
伊
七

郎
方
二
休
、
、
、
、
又
壱
里
も
行
て
石
宝
殿
へ
参
詣
、
蓮
沼
・
植
松
両
人
観
濤
処
へ

廻

る
、
小
生
も
行
て
、
曽
根
天
神
様
へ
参
詣
、
半
道
も
行
て
豆
崎
二
而
弁
当
、

又
弐
里
半
斗
り
も
行
て
姫
路
宿
な
り
、
革
細
工
を
買
、
夫
∂
山
田
峠
二
休
、
、
、
、

い
か

る
が
の
綿
屋
二
伯
り
、
頂
寧
な
り
、
茶
代
百
文
置
、

　
　
　
　
　

片
罵
二
休
、
、
、
、

　
　

片
上
宿
恵
比
須
二
伯
り
、

本
海
ね
は
三
里
有
ト
云
、

　
一
廿
弐
文
　
　
　
　
舟
渡
シ
三
度

　

二
二
拾
五
文
　
　
　
白
酒
す
し
酒
所
ξ
二
而

　
一
十
八
文
　
　
　
　
弁
当
た
い

　
一
弐
百
文
　
　
　
　
旅
籠

　
一
五
文

　
一
拾
弐
文

　
一
拾
六
文

　
＝
ハ
百
文

　
一
四
拾
四
文

　
一
拾
八
文

　
一
弐
百
文

　
一
弐
拾
文

七
日
宿
を
立
、

休
、
、
、
、

つ
り
屋
茶
代

石
宝
殿
縁
記

豆
崎
二
て
さ
い

革
貰
入
弐
ツ

も
ち
菓
子
酒
所
ξ
・
一
て

舟
渡
シ
三
度

綿
屋
払

茶
代
わ
り
合

　
　
　
夫
♂
な
し
が
原
手
前
二
て
昼
食
、
三
ッ
石
二
而

　
　
　

人
込
二
て
甚
タ
せ
ま
し
、
此
処
二
入
海
あ
り
、
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八

日
天
気
好
、
暁
六
二
立
、
四
五
丁
も
行
、
予
守
袋
な
し
、
宿
へ
帰
り
持
参
、

伊
ソ
ベ
ニ
至
り
六
平
様
瓶
を
あ
つ
ら
江
口
小
べ
ん
色
≧
焼
物
買
イ
、
夫
∂
壱
里

も
行
て
蓮
沼
両
人
侍
二
成
り
て
舟
賃
を
か
す
る
、
天
皇
二
而
休
ミ
、
一
日
市
二

休
ミ
、
藤
井
二
休
ミ
、
岡
山
二
て
昼
食
、
当
所
好
城
下
な
り
、
次
二
備
前
備
中
ノ

ノ
吉
備
津
様
へ
参
詣
、
大
社
二
而
見
事
な
り
、
此
辺
当
百
銭
は
取
兼
候
、
庭
瀬

の
川
入
屋
二
伯
り
、
点
句
宅
い
か
ゐ
を
す
る
、

　
　
北

　
山
影
で

　
　
　
　
増
　
　
　
　
　
　
大

　
　
　
白
い
も
入
ね
を
な
で
入
行

　
　
大
　
　
　
　
　
北
　
　
　
　
増

　
ふ

と
ん
引
女
有
者
ト
宿
屋
か
な

　
一
百
三
拾
弐
文

　
一
三
拾
六
文

　
一
拾
六
文

　
一
三
拾
弐
文

　
一
三
拾
文

　
一
拾
六
文

　
一
弐
百
文

九
日
天
気
好
、

備
前
焼

岡
山
二
而
う
ど
ん

同
さ
い

吉
び
つ
御
札

色

≧
小
遣

天
皇
二
而
舟
賃

旅
籠

　
　
　
　
　
　
ア
マ
ギ

　
　
　
　
　

先
天
城
の
渡
シ
を
こ
し
、
藤
の
戸
二
休
、
、
、
、
夫
よ
り
楡
加
山
二

趣
ク
道
筋
二
小
倉
を
織
家
数
多
あ
り
、
久
兵
衛
様
愛
二
而
小
倉
帯
を
沢
山
買
、

其
歌
お

も
白
し
、
登
行
て
中
食
楡
伽
山
上
り
て
参
詣
、
四
国
手
二
取
様
ニ
ミ
ゆ

る
、
風
景
よ
し
、
田
之
ロ
ニ
下
り
、
竹
屋
虎
五
郎
方
二
至
り
支
度
致
、
其
中
雨

天
ト
な
り
、
出
船
無
追
〉
人
込
こ
な
り
、
拙
者
共
外
拾
五
人
斗
り
二
而
其
向
い

ノ
家
姪
行
う
ど
ん
屋
二
て
美
淋
う
と
ん
を
食
シ
、
点
句
誹
調
を
す
る
、
好
句
亡

壱
ツ
も
出
来
ず
、

　

＝
二
文

　
一
拾
弐
文

　
一
弐
拾
文

　
一
百
弐
拾
文

　

＝
二
拾
弐
文

　
一
四
拾
四
文

　
一
弐
百
八
文

　
一
百
四
文

十

日
雨
天
な
り
、

不
見
、

預
、

り
、

詣
、

知蹴

立日様
へ
全
少
記
頭
、

銀
、

あ
ま
き
ノ
渡
シ

藤
ノ
戸
二
而
味
り
ん

さ
い

楡
伽
山
御
札

髪う
と
ん
味
り
ん

竹

と
ら
之
た
こ

船
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
五
ッ
時
舟
二
の
り
海
面
波
平
、
小
島
幾
点
シ
遠
山
入
霧
看
も

　
　
　
漁
舟

五
六
十
有
、
無
程
丸
亀
二
到
、
柏
屋
団
次
方
二
而
中
食
、
荷
物
を

　
　
夫
∠
雨
中
三
里
程
行
て
象
頭
山
麓
二
到
り
、
森
屋
喜
太
郎
方
二
而
傘
を
借

　
　
御
神
酒
を
求
メ
、
御
札
を
頂
キ
、
夫
よ
り
御
山
へ
登
り
、
先
金
堂
へ
参

　
　
次
二
御
本
社
様
俊
参
詣
、
御
神
酒
献
し
、
三
度
廻
り
誠
に
難
有
し
て
賑
也
、

　
　
　
　
　
　

絵
馬
堂

を
見
物
、
其
外
所
≧
へ
参
詣
、
諸
社
明
成
事
如
金

　
　
先
之
目
出
度
宿
へ
帰
り
、
此
所
二
廿
五
匁
∠
段
≧
の
傾
城
有
、
皆
≧
目
出

度
祝
ト
し
て
金
山
寺
を
買
テ
一
晒
落
致
す
、

　
一
拾
五
文
　
　
　
　
丸
亀
二
而
わ
ら
じ
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朝
象
頭
山
へ
参
詣
、

　
　
　
　
　
い
や
谷
へ
参
詣
、

所
な
り
、
丸
亀
二
帰
り
金
毘
羅
様
∂
是
迄
五
里
有
、

色

ξ
を
食
イ
夜
る
商
人
来
り
、

　
増
　
　
　
　
　
滋

　
楽
は
亡
る
か
に
成
り
て
女
中
哉

　
　
　
　
大

　
　
山
二
水
無
き
処
を
す
か
る
s

　
北
　
　
　
　
　
　
滋
　
　
　
　
　
増

　
待
か
ね
る
桜
の
山
と
ま
ア
御
出

　
　
　
　
大

　
　
あ
す
は
揚
屋
二
い
ね
る
た
の
し
ミ

　
一
拾
弐
文

　
一
拾
三
文

　
一
百
弐
拾
四
文

　
一
六
匁

　
一
金
弐
朱

　
一
四
百
五
拾
文

十
一
日
雨
晴
、

請
中
な
り
、

一
十
四

文

一
拾
弐
文

＝
二
拾
六
文

一
七
拾
四

文

一
百
四
拾
四
文

＝
二
百
弐
拾
文

同
　
小
遣

わ
ら
じ

御
神
酒

御
札
六
ま
い

金
山
寺

森
屋
伯
賃
祝
賃
共
二

　
　
　
　
　
夫
♂
森
屋
を
立
、
善
通
寺
へ
参
詣
、
塔
普

　
　
　
屏
風
か

浦
を
通
る
、
た
ど
つ
へ
出
る
、
愛
も
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
屋
二
至
り
遊
二
出
る
、

　
　
　
又
天
句
誹
譜
を
す
る
、

　
　
北

松
ミ
と
り

い
や
谷

と
ら
明
㊦

所
二
而
色
ξ

酒
肴
・
う
ど
ん
丸
亀
二
て

商
人
払

柏
屋
払

十

二

日
天
気
好
、
ゆ
ほ
う
を
懐
中
し
て
大
坂
淡
路
屋
池
吉
丸
之
舟
二
乗
り
、
百

　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

五
拾
文
二
て
団
蒲
を
か
り
、
八
ッ
時
田
の
ロ
ニ
付
、
乗
合
の
人
楡
伽
山
へ
参
詣
、

其
内
田
の
ロ
ニ
而
遊
ぶ
、
客
帰
り
て
又
舟
を
出
す
、
夜
九
ッ
時
銚
を
お
ろ
し
、

　
一
三
拾
壱
文
　
　
　
菓
子
い
玉

　
一
百
五
拾
文
　
　
　
ふ
と
ん

　
一
百
七
文
　
　
　
　
田
の
ロ
ニ
而
小
遣

十
三

日
晴
天
、
五
ッ
時
帆
を
掛
舟
を
出
シ
、
夫
3
天
句
を
や
る
、

　
　
増
　
　
　
　
北
　
　
　
　
滋

　
浮
舟
に
春
の
日
長
の
貰
か
な

予
舟
中
二
而
讃
州
飯
の
山
之
図
を
写
す
、
八
ッ
時
舟
を
留
め
夜
雨
ふ
り
、
風
荒

く
な
り
、
又
出
船
致
、
明
方
又
留
、

十
四

日
雨
天
、
波
高
し
て
乗
合
皆
〉
大
酔
な
り
、
此
時
四
枠
嶋
人
勝
次
郎
櫓
を

漕
て

嶋

ぐ
ろ
へ
至
ル
、
又
魚
舟
を
頼
、
舟
を
引
か
し
て
八
ッ
時
大
タ
ボ
の
湊
へ

這
入

バ
、
外
の
船
は
五
拾
艘
余
り
愛
二
居
レ
リ
、
片
側
町
二
而
好
処
な
り
、
麦

へ
上
り
て
酒
を
呑
、
、
・
、
ア
ミ
の
塩
か
ら
を
買
、
夫
∠
舟
中
二
而
夕
飯
、
其
中
天

気
宜
相
成
、
夜
七
ッ
時
帆
を
あ
げ
出
船
致
す
、

　
一
十
七
文
　
　
　
　
魚
舟
行
の
わ
り
合

　

二
二
拾
壱
文
　
　
　
大
タ
ボ
酒
肴

　
一
廿
五
文
　
　
　
　
ア
ミ
ノ
塩
か
ら

　
一
十
六
文
　
　
　
　
ゑ
つ
こ
う

十

五

日
暁
方
室
津
二
至
り
、
四
枠
ノ
人
近
江
ノ
人
都
合
七
人
此
所
へ
上
り
、
拙
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者
共
え
舟
中
四
方
を
望
、
．
・
て
行
、
岩
上
壱
疋
の
た
ぬ
き
を
見
る
、
天
気
静
二
し

て

風
景
宜

シ
、
姫
路
沖
二
て
昼
食
、
夫
よ
り
磯
畔
へ
よ
り
舞
子
之
図
を
写
、
一

之
谷
、
弐
の
谷
山
色
面
白
し
、
や
ま
森
蕎
麦
之
辺
り
道
者
松
陰
二
ち
ら
り
ふ
ら

り
と
見
る
、
商
舟
来
り
な
ぐ
さ
み
を
買
、

　
一
十
四
文
　
　
　
　
す
る
め

　
一
十
六
文
　
　
　
菓
　
子

　
一
十
六
文
　
　
　
　
酒

予
一
詩
を
作
す
、

　
暮
春
海
上
水
波
閑
白
鷺
隻
ξ
相
共
還
欲
写
舟
中
山
色
好
東
山
乍
変
作
西
山

其
夜
兵
庫
沖
二
伯
ス

十
六

日
薄
曇
り
、
風
帆
高
掛
て
走
る
、
四
方
山
色
遠
し
、
又
風
静
二
成
り
て
予

一
句
云

　
大
舟
を
寝
所
に
彼
の
日
長
成

八
ッ

時
西
風
強
ク
舟
大
に
走
ル
、
浪
花
近
く
行
、
予
又
一
詩
を
作
る
、
已
二

用
前
額
ヲ

　
一
日
波
高
一
日
閑
揚
帆
下
銚
不
知
還
五
朝
巳
隔
浪
華
近
客
子
歓
看
天
保
山

夫

よ
り
大
坂
湊
ロ
ニ
至
り
、
右
二
天
保
山
有
、
次
二
人
家
両
岸
二
在
、
大
船
・

小
船
並
び
居
事
凡
一
万
そ
う
も
有
、
上
り
下
り
之
舟
あ
ま
た
限
り
な
し
、
中
二

え
文
遊
山
舟
も
ア
リ
、
安
治
川
橋
二
到
り
船
を
付
、
麦
二
上
り
乗
合
皆
暇
ξ
を
告

ヶ
テ
別
る
」
、
拙
者
共
亡
船
頭
案
内
・
一
而
松
屋
卯
平
方
へ
到
ル
、
其
内
乗
合
之

越
後
之
人
両
人
来

り
、
同
坐
敷
二
伯
り
髪
を
結
ウ
、
取
貝
の
す
ミ
そ
塩
梅
よ

し
、
夫
ぷ
状
を
認
メ
国
本
へ
出
す
、
己
二
酒
宴
ト
な
り
て
酎
酔
共
二
臥
ス
、

　
一
金
弐
朱
ト
百
文
　
船
賃

　

＝
二
拾
弐
文
　
　
　
髪

　
一
十
六
文
　
　
　
　
鮮

十
七

日
天
気
好
、
井
筒
屋
喜
兵
衛
ト
云
茶
屋
二
付
、
芝
居
二
入
ル
、
狂
言
妹
背

山
な
り
、
三
桝
大
五
郎
・
片
岡
市
蔵
・
嵐
璃
寛
・
中
村
歌
六
、
是
等
が
役
者
な

り
、
其
内
菓
子
茶
来
り
、
小
使
三
文
な
り
、
中
入
ト
成
井
筒
喜
二
而
中
食
、
酒

を
呑
・
小
夜
の
中
山
荒
井
之
舟
二
て
同
〉
に
成
り
し
甲
州
人
愛
二
て
同
く
芝
居

を
見
る
、
夜
四
ッ
時
芝
居
終
り
て
宿
へ
帰
る
、

　
一
金
弐
朱
ト
百
五
拾
四
文
　
　
井
筒
屋
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
使
力
）

　

＝
二
文
　
　
　
　
　
　
　
　
小
べ
ん

　
一
廿
四
文
　
　
　
　
　
　
　
菓
子
甘
酒

十

八

日
越
後
の
人
案
内
二
而
橋
ξ
を
通
る
、
鴻
池
其
外
金
持
長
者
を
教
わ
る
。

夫
♂
越
後
ノ
人
二
別
レ
、
拙
者
共
斗
り
二
て
見
物
、
御
冥
所
西
御
堂
・
東
御
堂

参

詣
、
石
門
を
抜
て
坐
摩
ノ
神
社
、
次
二
稲
荷
様
へ
参
詣
、
新
町
を
通
り
御
城

を
拝
見
、
百
廿
間
の
橋
を
越
シ
、
青
物
市
二
而
蓮
沼
白
瓜
壱
本
を
買
イ
、
天
神

様
へ
参
詣
、
金
ノ
れ
ん
に
句
有
、

　
ね
か
ふ
身
に
歳
代
喜
か
ほ
り
や
梅
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
比
須
庵
　
対
文
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麦
二
て
昼
食
、
夫
汐
宿
二
帰
り
払
方
い
た
し
、
茶
代
金
弐
朱
置
、
宿
を
立
、
日

本
橋
を
越
シ
、
高
津
へ
参
詣
、
此
所
大
坂
中
一
目
二
看
ル
、
生
玉
神
社
へ
参
詣
、

天
王
寺
参
り
、
天
下
茶
屋
二
而
休
、
、
・
、
住
吉
へ
参
詣
、
大
鼓
橋
を
越
シ
、
次
二

男
女
之
で
こ
を
買
、
浪
花
屋
の
松
を
見
ル
、
夫
ψ
堺
二
至
り
鉄
炮
か
じ
や
多
、

次
二
刃
物
鍛
冶
屋
多
シ
、
当
所
高
菱
屋
二
伯
り
、
彼
の
白
瓜
二
而
一
盃
呑
ム
、
此

夜
瓜
と
酒
は
蓮
沼
∂
奢
り
、
鯛
の
煮
付
三
亡
い
は
久
兵
衛
・
才
助
・
二
郎
平
三

人
二
而
奢
り
其
内
金
物
屋
来
り
、

　
一
十
弐
文
　
　
　
　
味
淋

　
一
百
文
　
　
　
　
　
中
食

　
一
金
弐
朱
ト
　
　
　
松
屋
卯
平
払
色
ξ

　
　
　
　
七
百
七
文

一
十
六
文

一
弐
百
文

一
十
五
文

一
十
四

文

一
十
四

文

一
弐
百
文

一
百
文

十
九

日
暁
方
魚
市
へ
行
鯛
多
シ
、

　
い
き

皆
生
魚
な
り
、
槙
尾
寺
の
開
帳
、

わ
ら
じ

画
本

天
下
茶
屋
二
て

住
吉
前
で
こ
か
ぼ
う

浪
花
屋
あ
ん
こ
う

高
び

し
や
伯
り

肴
わ
り
合

　
　
　
　
其
外
魚
数
多
有
、
誠
二
仰
山
二
し
て
如
山
、

　
　
　
　
愛
の
天
神
様
二
有
行
長
鉢
植
の
松
を
見
る
、

夫
ψ
宿
二
帰
り
て
朝
食
、
直
二
出
立
㊧
印
之
金
物
屋
二
至
り
、
色
ξ
買
、
此
家

人
案
内
二
而
妙
国
寺
蘇
鉄
を
見
る
、
少
シ
行
て
仁
徳
天
皇
様
の
墳
有
、
古
木
・

鳥
多
し
て
木
二
葉
す
く
な
し
、
福
町
二
休
ミ
此
辺
弘
法
様
の
御
縁
日
近
し
て
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
（
接
待
）

飯
む

す
び
・
豆
い
り
杯
施
た
い
あ
ま
た
あ
り
、
拙
者
共
も
度
〉
貰
イ
、
ぐ
ミ
の

木
二
而
中
食
、
三
日
市
二
休
、
、
、
、
夫
∂
紀
見
井
峠
二
上
り
、
岡
屋
忠
兵
衛
方
二
休

ミ
、
橋
本
二
至
り
、
無
銭
舟
を
越
し
、
三
軒
茶
屋
松
屋
惣
八
方
二
伯
り
、
好
家

な
り
、
下
女
杯
皆
ξ
遊
女
の
ご
と
し
、

　
一
九
百
三
拾
八
文

　
一
十
五
文

　
一
三
拾
弐
文

　
一
四
文

　
一
廿
七
文

廿
日
天
気
好
、

か
ね

町
桜
屋
二
休
ミ
、

き
を
出
す
、

も
壱
里
有
、

至
ル

、

金
壱
朱
包
ミ
、

か
む
ろ
宿
愛
二
売
女
有
、

橋
本
∂
是
迄
三
里
な
り
、

蓮
沼
・
植
松
三
人
え
六
院
二
到
り
、

内
付
て
暫
行
商
屋
二
入
、

大
師
様
へ
参
詣
、
明
日
え
御
こ
ろ
も
御
取
替
二
而
今
日
辺
り
も
賑
也
、

り
て
又
坊
へ
寄
り
御
札
を
い
た
ぶ
き
て
帰
る
、

刃

物
色
ξ

福
ま
ち
二
而

ぐ
ミ
の
木
一
一
而

き
ミ
ゐ
峠
小
供
荷
物
越
背
代

岡
や
二
て

　
　
　
　
　
　

か

る
茅
堂
二
参
り
、
夫
∂
山
道
な
り
、

か

ミ
や
町
花
屋
市
兵
衛
方
二
休
ミ
、
帳
面
を
改
メ
御
ミ

　
　
　
　
　

此
家
ψ
案
内
を
付
て
坊
迄
送
り
、
此
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

才
助
・
二
郎
平
え
本
覚
院
二

茶
代
弐
百
文
包
ミ
御
馳
走
有
り
て
寧
頂
な
り
、
愛
ψ
案

　
麦
家
∂
又
案
内
付
て
諸
墓
口
訳
色
ξ
を
教
へ
、
弘
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫
♂
帰

　
　
　
　
　
　
　
　

夕
刻
三
軒
茶
屋
松
屋
二
帰
る
、
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誠
二
人
込
二
て
拙
者
共
宅
別
座
敷
二
居
ル
、
閑
・
一
し
て
よ
し
、
あ
ん
ま
来
り
、

　
一
十
六
文

　
一
十
八
文

　
一
四
拾
八
文

　
一
弐
百
十
弐
文

　
一
百
文

　
一
百
文

　
一
十
四
文

　
一
十
六
文

　
一
四
百
弐
拾
文

廿
一
日
天
気
好
、

白
酒
う
ま
し
、

紙桜
屋
二
て

花
屋
二
て

坊

ノ
わ
り
合

茶
代
わ
り
合

珠
授

わ
ら
じ

ミ
り
ん

松
屋
二
伯
り

　
　
　
　
　
　
　
無
銭
舟
を
こ
し
五
條
町
を
通
り
、
大
和
国
ま
ち
S
峠
二
休
、
、
・

　
　
　
　
　
　
う
の
宿
芝
屋
源
兵
衛
方
二
而
中
食
、
此
日
暖
二
し
て
滞
屈
二
な

り
処
≧
の
弘
法
様
二
而
参
詣
人
多
し
、
予
一
詩
を
作
ス
、

　
山
林
初
屏
一
蝉
新
油
菜
花
開
道
路
匂
今
日
也
維
空
海
日
幾
回
相
見
談
粧
人

夫
♂
吉
野
川
辺
二
度
ξ
休
、
、
、
又
此
川
を
越
サ
ソ
ト
す
れ
バ
旅
人
ヲ
パ
断
り
候

処
、
近
辺
女
中
弘
法
様
へ
参
詣
、
戻
り
二
て
女
中
ト
一
同
二
舟
を
越
し
、
夫
∂

吉
野
山
二
登
り
、
桜
花
皆
≧
落
花
な
り
、
石
碑
有

　

と
ほ
く
と
お
つ
る
岩
間
の
苔
清
水

　
汲
ほ

す
ほ
と
も
な
き
住
居
か
な

　
　
右
苔
清
水

　

吉
野
山
去
年
の
枝
折
の
道
か
へ
て

　

ま
た
見
ぬ
方
の
花
を
尋
ね
ん

　
　

右
枝
折
　
　
　
　
西
行
法
師

麦
二
而
暫
休
、
、
、
又
芭
蕉
翁
之
石
碑
あ
り

　
花
さ
か
り
山
は
日
比
の
朝
ぼ
ら
け

予
芭
蕉
翁
之
句
を
見
て
一
句
や
る

　

亡
せ
を
翁
某
よ
り
も
四
日
前

　
千
本
の
桜
も
青
し
吉
野
山

夫
∂
さ
ご
や
二
休
、
、
、
観
音
堂
へ
参
詣
、
つ
▲
じ
柱
あ
り
、
吉
水
院
へ
参
詣
、
宝

物
を
見
ル
、
義
経
・
弁
慶
ノ
刀
胃
し
よ
う
み
＼
の
毛
ノ
簑
、
忠
信
ノ
箭
ノ
根
、

ゑ
ん
の

行
者
ノ
尺
丈
、
仲
左
作
千
体
地
蔵
、
小
野
道
風
の
画
、
清
浄
発
心
ノ

玉
、
弘
法
大
師
ノ
作
弁
天
、
弁
慶
力
く
ぎ
之
石
、
名
馬
足
跡
、
其
外
数
多
あ

り
、
夫
汐
桜
菓
子
を
買
イ
、
段
ξ
坂
を
下
り
久
兵
衛
様
一
句
云
、

坂
お
わ

り
て
舟
を
こ
し
、
上
市
町
角
屋
二
伯
り
、

一
八
文

一
廿
四

文

一
八
文

一
四
文

一
六
文

一
廿
八
文

白
酒

芝
屋
二
而

小
遣

同舟
ち
ん

さ
ご
や
二
て
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一
八
文
　
　
　
　
　
宝
物

　
一
弐
拾
文
　
　
　
　
桜
菓
子

　
一
十
文
　
　
　
　
　
舟

　
一
弐
百
文
　
　
　
　
角
屋
払

廿
二
日
小
ξ
雨
天
、
山
道
二
て
難
所
な
り
、
四
軒
茶
屋
の
松
屋
二
休
、
、
、
、
此
座

敷
好
所
な
り
、
大
坂
町
通
り
天
保
山
紀
州
高
野
山
ψ
南
之
方
迄
高
取
ノ
城
大
和

中
一
目
二
見
ル
、
夫
∂
塔
ノ
峯
二
至
り
、
木
屋
平
右
衛
門
方
二
休
．
、
・
、
参
詣
致

す
、
鎌
足
公
の
御
墓
所
二
て
見
事
な
り
、
御
玉
屋
を
拝
見
、
十
三
蓋
ノ
塔
有
、

又
木
屋

二

而

中
食
、
各
〉
ノ
荷
物
を
愛
∠
追
分
迄
贈
ル
、
夫
ψ
壱
里
下
り
て
岡

寺
へ
参
詣
、
茶
屋
源
太
郎
方
二
休
、
、
、
、
立
花
寺
へ
参
詣
、
夫
∂
西
二
向
テ
行
、

た

ゑ
摩
寺
へ
参
詣
、

　
一
八
文

　
一
十
弐
文

　
一
十
二
文

　
一
廿
四
文

　
一
三
拾
八
文

　
一
十
四
文

　
一
十
文

　
一
八
文

　
一
三
拾
弐
文

又
雨
天
ト
成
ル
、
下
田
宿
米
屋
茂
兵
衛
方
二
伯
り
、

　
か
し

　
わ
ら
じ

　
御
玉
屋
拝
見
料

　
さ
い

荷
物
代

　
茶
代

　
ま
ハ
り
川
二
て

　
ミ
ま
二
而
案
内

　
下
田
髪

　
一
廿
四
文
　
　
　
　
ミ
り
ん

　
一
弐
百
廿
文
　
　
　
米
屋
伯
り

廿
三

日
天
気
好
、
宿
を
立
、
達
摩
寺
へ
参
詣
、
龍
田
へ
参
詣
、
次
二
法
隆
寺
へ

参

詣
、
案
内
取
り
、
正
徳
大
子
之
御
作
二
而
、
誠
二
古
キ
物
な
り
、
小
泉
二
休

、

ミ
、
郡
山
二
て
中
食
、
西
ノ
京
正
大
寺
菅
原
天
神
様
へ
西
大
寺
参
詣
、
法
華
寺

を
通
り
奈
良
二
至
り
、
案
内
ヲ
取
り
、
大
仏
様
参
詣
、
御
高
五
丈
三
尺
五
寸
、

面
壱
丈
六
尺
、
目
三
尺
九
寸
、
口
三
尺
七
寸
、
耳
八
尺
五
寸
、
螺
髪
九
百
六
十

六
、
各
高
壱
尺
、
二
月
堂
参
詣
、
御
札
ヲ
買
イ
、
春
日
大
明
神
様
へ
参
詣
、
鹿

あ
ま
た
居
ル
、
き
ら
ず
を
遣
ル
、
角
細
工
を
買
、
下
へ
お
り
て
御
札
無
銭
二
而

頂
す
ト
云
テ
か
け
る
所
有
、
蓮
沼
、
才
助
亡
弐
百
文
宛
ツ
取
る
入
、
夫
汐
帯
と

け
宿
吉
の
屋
二
伯
り
、

一
四
文

一
十
弐
文

一
十
弐
文

一
八
文

一
廿
八
文

一
弐
百
文

一
十
六
文

一
四

百
文

一
十
弐
文

橋
代
壱
度

案
内

薬
師
様
御
札

小
泉

郡
山
二
而

二
月
堂

色
ξ

角
細
工

酒
肴
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一
弐
百
文
　
　
　
　
吉
野
屋
払

廿
四

日
天
き
好
、
宿
を
立
、
在
原
寺
へ
参
詣
、
辻
村
二
休
、
、
、
、
夫
∂
ミ
わ
せ
大

明
神
へ
参
詣
、
金
谷
二
而
そ
う
め
ん
を
食
イ
、
追
分
小
間
物
二
至
り
酒
を
呑
ミ
、

女
商
人
来
り
角
ノ
櫛
を
買
イ
、
右
之
荷
物
を
愛
∂
背
イ
次
二
亡
せ
の
観
音
様
二

参
詣
、
見
事
也
、
其
下
吉
野
や
平
左
衛
門
方
二
而
中
食
、
夫
よ
り
伊
賀
の
国
西

峠
二
休
、
、
、
又
草
上
二
二
度
計
り
休
、
、
、
、
安
部
田
村
二
休
、
、
、
、
な
亡
り
宿
小
竹
屋

彦
兵
衛
方
二
伯
り
、
人
込
な
り
、

　
一
八
文
　
　
　
　
辻
村
二
而

　
一
十
六
文
　
　
　
　
金
谷
二
而

　
一
十
四
文
　
　
　
　
追
分
二
而

　
一
百
四
拾
八
文
　
　
角
櫛
三
枚

　
一
廿
九
文
　
　
　
　
吉
の
屋
二
而

　
一
十
弐
文
　
　
　
　
わ
ら
じ

　
一
廿
六
文
　
　
　
　
豆
イ
リ
色
ξ

　
一
十
六
文
　
　
　
　
紙

　
一
八
文
　
　
　
　
　
ミ
り
ん

　
一
六
文
　
　
　
　
す
し

　
一
弐
百
文
　
　
　
　
小
竹
屋
払

廿
五

日
晴
天
、
宿
を
立
、
伊
賀
茶
屋
二
而
中
食
、
夫
汐
谷
川
二
て
ふ
ん
ど
し
を

洗
イ
、
峠
を
越
シ
、
又
蓮
沼
ト
両
人
二
て
じ
で
ん
を
洗
、
桜
峠
二
休
、
、
、
、
宅
た

町
油
屋
二
宿
り
、

此
家
も
頂
寧
也
、

　
一
八
文

　
一
十
六
文

　
一
弐
文

　
一
四
拾
弐
文

　
一
八
文

　
一
十
弐
文

　
一
十
文

　
一
百
八
十
文

　
一
廿
四
文

釜
の
水
風
呂
二
入
、
白
米
を
巨
。
貝
イ
宮
廻
り
参
銭
二
用
ル
積
り
、

廿
六
日
上
天
気
な
り
、

予
嘉
永
五
子
年
春
通
行
二
て
処
≧
覚
あ
り
、

昼
食
、
麦
ψ
江
戸
ト
伊
予
の
伊
勢
参
り
、

田
妙
見
町
桔
梗
屋
太
郎
兵
衛
方
二
付
、

直
二
帰
り
飯
後
下
女
案
内
二
而
古
市
町
備
前
屋
玉
楼
へ
上
り
、

三
拾
人
も
来
り
、
各
ξ
好
を
目
指
て
酒
肴
ト
成
ル
、

増
田

春
吉
北
梅
路
蓮
沼
小
嵜
井
律
肥
酎
酢
夜
半
人
在
、

　
　
　
右
青
楼
夜
記

　
蔵
ル
共
、
根
は
動
か
ざ
る
柳
か
な

も
ち

伊
が
茶
屋
二
而
さ
い

橋
代

桜
峠
団
子
蕎
麦

油
屋
二
而
味
り
ん

口

　
紙

白
　
米

油
屋
旅
籠

同
所
茶
代
わ
り
合

宿
を
立
、
二
里
程
も
行
て
六
軒
町
二
出
ル
、
麦
二
休
、
、
、
、

　
　
　
　
　
　
　

松
坂
二
て
禽
獣
を
看
ル
、
櫛
田
二
而

　
　
　
　
　
　
　
小
蔵
二
荷
物
を
も
た
せ
、
八
ッ
時
山

　
　
　
　
　
　
髪
を
結
、
湯
二
入
、
植
松
縁
家
へ
行
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
内
本
並
遊
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
松
魚
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
滋
蔵
長
上
水
戸
妃

　
　
　
　
　
　
　
二
郎
平
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右
青
楼
二
て

夫
∂
暁
方
宿
二
帰
り
、

一
五
文

一
八
文

一
十
文

一
四
拾
六
文

一
十
四
文

一
六
文

一
三
十
弐
文

ニ
ニ
拾
弐
文

一
廿
弐
文

一
金
壱
分
弐
朱

一
三
十
九
文

廿
七
日
雨
天
ト
成
り
、

詣
、
夫
∂
段
〉
宿
二
帰
り
て
昼
食
、

り
、
払
方
い
た
し
茶
代
金
弐
朱
置
、

雨
天
二
而
宮
通
り
出
来
ず
タ
方
櫛
田
東
屋
二
伯
り
人
込
な
り
、

　
一
百
文
　
　
　
　
　
貝
杓
子
内
宮
様
前
二
而

　
一
三
百
廿
七
文
　
　
桔
梗
屋
払

　
一
弐
百
六
文
　
　
　
茶
代
わ
り
合

　
　
　
　
　
　
　
金
　
風

朝
湯
二
入
、
小
女
具
来
り
遣
物
有

六
軒
二
て

鳥
け
だ
物

団
　
子

櫛
田
二
而
中
食

横
田
川
舟

舟髪昏草
り

備
前
屋

小

じ
や
く
わ
り
合

間
の
山
ヲ
こ
し
、
古
市
町
心
う
れ
敷
通
り
内
宮
様
へ
参

　
　
　
　
　
鯛
の
あ
か
味
噌
焼
う
ま
し
、
此
家
頂
寧
な

　
　
　
　
　
宿
を
立
、
夫
∂
下
宮
様
へ
参
宮
、
両
宮
共

　
一
十
四
文

　
一
三
十
文

　
一
廿
文

　
一
十
四
文

　
一
六
文

　
一
弐
百
文

廿
八
日
曇
り
、

や
二
而
中
食
、

　
一
十
弐
文

　
一
十
文

　
一
十
文

　
一
四
十
文

　
一
弐
十
文

　
一
百
八
十
文

廿
九
日
小
雨
、

安
シ
、

頂
寧
な
り
、

　
一
十
三
文

　
一
十
九
文

　
一
四
十
八
文

山
田
二
而
わ
ら
じ

大
神
宮
御
札

小
遣
二
度

櫛
田
川

川東
屋
宅
た
こ

宿
を
立
松
坂
二
而
国
ξ
の
人
形
を
見
ル
、

七
ッ
時
白
子
宿
万
屋
七
助
方
二
伯
り
、

人
形

も
ち

雲
づ
川

津
ノ
よ
し
や
二
而

色
ξ
小
遣

万
屋
旅
籠

津
の
宿
二
至
り
よ
し

　
　
　
宿
を
立
追
分
二
而
酒
を
呑
ミ
、
四
日
市
宿
竹
屋
二
而
中
食
、
大
二

お
ぶ
け
村
二
而
焼
蛤
を
や
ら
か
し
、
桑
名
堺
屋
三
郎
右
衛
門
方
二
伯
り
、

　
　
弐
百
文
茶
代
置
、
好
娘
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
白
子
わ
ら
じ

　
　
　
　
　
　
追
分
酒
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
四
日
市
中
食
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宿
を
立
、

こ

の

り
又
小
舟
二
の
り
宮
二
付
、

祭
礼
二
て
賑
な
り
、

宮
之
時
も
此
家
二
伯
り
、

し
て
茶
代
弐
百
文
置
、

　
一
五
文

　
一
廿
弐
文

　
一
十
六
文

　
一
弐
百
文

　
一
四
拾
八
文

四
月
朔
日
晴
天
、

一
百
六
拾
七
文

一
十
六
文

一
十
弐
文

一
十

六
文

一
十
六
文

一
六
十
弐
文

一
八
文

ニ
ニ
十
弐
文

一
廿
一
文

一
弐
百
文

　
団
子

　
や
き
蛤

　
す
し

　
堺
屋

と
ま
り

　
茶
代
わ
り
合

　
　
　
船
二
乗
り
九
ッ
時
宮
∠
一
里
も
手
前
二
付
、
小
舟

　
　
　
　

中
食
七
ッ
時
、
地
り
う
二
至
り
大
明
神
様
の

屋
台
三
ッ
有
、
山
吹
屋
二
伯
り
、
髪
を
結
イ
、
予
伊
勢
参

　
　
鄭
座
敷
之
事
を
思
ひ
出
し
、
各
ξ
二
咄
す
、
頂
寧
二

七
里
舟
ち
ん

弁
当

か
し

小
舟

同宮
二
而
中
食

す
し

髪味
り
ん

山
吹
屋
伯
り

　
一
四
拾
八
文
　
　
　
茶
代
わ
り
合

　
　
　
　
　
　
　
（
立
脱
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヤ
ジ

ニ

日
天
気
好
、
宿
を
矢
亡
ぎ
の
橋
二
至
り
、
彼
の
里
拙
者
共
を
覚
而
居
て
へ
や

御
早
ふ
御
座
り
ま
す
、
と
詞
を
掛
、
愛
二
而
甘
酒
を
呑
ミ
、
夫
汐
藤
川
二
而
中
食
、

赤
坂
二
至
り
瓢
た
ん
を
買
、
御
油
二
而
休
ミ
、
各
≧
瓢
を
買
、
雨
天
ト
成
り
吉

田

宿
枡
屋
二
伯
り
、
頂
寧
な
り
、

　
　
　
　
　
　

宿
を
立
、

　
　
　
　
　
　
　

舞
坂
二
付
、

先
帰
国
之
祝
ト
し
て
目
出
度
二
階
二
而

し
、
予
一
句
云

　
幾
百
里
過
れ
は
今
宵
又
お
ま
ん

　
一
十
弐
文
　
　
　
　
柏
も
ち

　
一
十
弐
文
　
　
　
　
わ
ら
じ

　
一
五
文
　
　
　
　
　
粟
も
ち

　
一
十
弐
文

　
一
十
二
文

　
一
十
五
文

　
一
七
拾
弐
文

　

＝
二
百
四
拾
八
文

　
一
十
五
文

　
一
弐
百
文

三
日
雨
天
な
り
、

夫
よ
り
舟
二
乗
り
、

す
し
甘
さ
け

矢
宅
ぎ
川

岡
ざ
き
二
而

辰
巳
屋
二
而
中
食

赤
坂
瓢
一

さ
け

吉
田

枡
屋
泊
り

　
　
四
ッ
時
∂
晴
天
、

　
　
　
　
一
盃
呑
、
、
・
、 　

　

荒
井
宿
紀
之
国
屋
二
而
中
食
、

　
　

七
ッ
時
浜
松
宿
帯
屋
二
到
着
、

一
し
や
れ
致
す
、
売
女
髪
形
替
り
て
よ
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一
七
十
文

　

＝
二
十
八
文

　
一
十
九
文

　
一
十
八
文

　
一
五
百
文

　
一
三
百
文

　
一
弐
百
文

　
一
四
拾
八
文

四

日
天
気
よ
し
、

中
食

舟
ち
ん

舟
玉

舞
坂
二
而

帯
屋
二
而
お
ま
ん

酒
肴

旅
籠
賃

茶
代
わ
り
合

　
　
　
　
　
　

腰
ふ

ら
く
と
宿
を
立
、
天
竜
川
を
こ
し
、
見
附
二
而
各
≧
土

産
物
を
買
イ
、
夫
∂
昼
食
、
袋
井
二
て
壱
盃
呑
．
、
、
原
川
二
至
り
、
日
坂
弥
一
右
衛

門
愛
二
居
レ
リ
、
明
五
日
下
向
の
状
ヲ
読
へ
、
夫
∂
掛
川
宿
捻
金
屋
二
伯
り
、

夜
る
夫
ξ
に
荷
物
を
分
け
て
別
の
酒
宴
を
い
た
す
、
矢
勝
来
り
て
又
壱
盃
、
多

分
二
呑
ム
、
皆
ξ
大
酔
な
り
、

一
十
八
文

一
十
六
文

一
廿
五
文

一
八
匁
七
分

一
四
十

六
文

一
廿
四
文

一
六
文

天
竜
川

同
小
渡

生
中
二
玉
子

見
付
二
而
矢
立

中
食

袋
井
二
而
酒

原
川
二
而

　
一
弐
百
廿
四
文

　

＝
二
百
廿
四
文

　
一
六
百
六
拾
四
文

　

＝
二
百
六
拾
四
文

　
一
百
四
文

　
一
弐
百
十
六
文

　
一
四
拾
八
文

五
日
天
気
よ
し
、

様
二
別
レ
、

寒
襖
を
述
べ
、

仕
度
し
て
出
立
、

掛
川
二
而
き
せ
る
弐
本

両
天
傘

小
倉
帯

土
産
色
ξ

酒
肴
わ
り
合

捻
金
屋
伯
り

茶
代
わ
り
合

　
　
　
　
　
　

髪

を
結
イ
四
ッ
時
宿
を
立
、
成
滝
二
而
名
残
惜
く
も
久
兵
衛

　
　
　
　

夫
∠
日
坂
宿
東
屋
二
至
れ
は
、
蔦
次
・
伊
助
向
イ
ニ
来
り
、
先
笑
て

　
　
　
　
　

次
二
酒
肴
と
成
り
、
昼
食
致
し
、
滋
さ
は
暇
乞
し
て
立
、
夫
∂

　
　
　
　
　
　

峠
新
屋
二
而
休
、
ミ
、
菱
屋
前
二
而
六
平
様
二
別
レ
、
拙
者
共
は

四

人
二
て
山
道
二
入
ル
、
松
の
根
二
至
レ
は
喜
三
・
勝
蔵
・
新
吉
・
吉
五
郎
居

レ

リ
、
久
ク
愛
二
而
故
郷
を
な
が
め
、
坂
を
下
レ
は
追
ξ
向
人
来
り
、
子
供
皆

ξ
二
菓
子
を
く
れ
る
、
宮
参
済
て
七
ッ
半
時
我
家
二
帰
る
、
各
ξ
に
暑
寒
を
述
、

荷
物
分
て

才
助
様
二
別
レ
、
先
亡
皆
ξ
無
事
二
而
目
出
度
事
な
り
、
ア
・
嬉
哉

〉
≧
、
夫
ψ
近
所
之
衆
二
而
賑
な
り
、

　

＝
二
十
弐
文
　
　
　
髪

　
一
百
十
壱
文
　
　
　
う
る
し

　
一
百
四
十
八
文
　
　
菓
子

　
一
七
拾
四
文
　
　
　
日
坂
♂
状
ち
ん
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＝
二
百
廿
四
文
　
　
東
屋
払

　
一
四
拾
八
文
　
　
　
し
ん
や

　
一
弐
百
文
　
　
　
　
宮
参
参
銭

六

日
天
気
好
、
雑
事
二
而
賑
な
り
、
皆
≧
酔
て
こ
ッ
ら
く
の
歌
大
に
流
行
な

り
、
晩
方
雨
ふ
る
、
七
日
雨
天
、
八
日
も
雨
天
な
り
、
九
日
雲
レ
共
雨
ふ
ら

ず
、
親
父
土
産
物
を
金
谷
宿
へ
買
二
行
、
十
日
天
気
よ
し
、
村
中
ミ
や
け
物
を

配
ル
、
十
一
日
天
気
好
、
予
安
閑
と
し
て
休
ム
、
己
二
一
詩
を
位
ル
、

　
　
　
　
帰
家
書
事

　
見
川
橋
上
美
人
遊
、
天
保
山
辺
玉
艇
浮
最
是
帰
家
何
処
好
桜
桃
結
実
緑
陰
稠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）
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